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広

報

○もうすぐひまわり幼稚園を卒園します・・・。先生、お友達、素敵な想い出をありがとう竃
　（撮影者：福田典子さん）

特集　Ｐ２‐５　変わる図書館のサービス～役立つ図書館へ

人と本を結ぶボランティアの輪が広がる
Ｐ10‐11　地域活動レポート泳　

伝統ある雪まつりが地域の活力と連帯感を生みだします

Ｐ12　ズームアップふらの　Ｐ14　消費生活・健康情報

Ｐ16　くらしの情報

(評)かわいいですね。人形も幼稚園の制服もすべて手作り・・素敵ですね。風景にマッチした人形の配置の良さ素
　  晴らしい写真です。卒園おめでとう、想い出はいつまでも大切に。（上西）



2こうほう 200９.3

１２月１３日、図書館で行われたボランティアによる
「おはなし会」で、絵本に見入る子どもたち

人と本を結ぶ
ボランティアの輪が広がる

■場　所　富良野市若松町５番１０号

■連絡先　拶22‐3005

■ホームページ　

　http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/

■開館時間　雨～窺午前１０時～午後６時、丑・羽午前９時～午後５時

■休館日　　月曜日(祝日のときはその翌日)

　　　　　　国民の祝日

　　　　　　年末年始(１２月３１日～翌年1月5日まで)

　　　　　　図書整理日(毎月最終金曜日、祝日のときはその前日)

　　　　　　図書特別整理期間(今年は８月２５日～２８日の予定です）

■蔵書検索サービス

　ホームページから蔵書を簡単に検索することができます。

■リクエストサービス

　探している本が図書館にない場合は、道内の図書館のネットワ

　ーク、または国立国会図書館などから取り寄せることができます。

■予約サービス

　読みたい本が貸出中のときでも、予約することができます。
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か
つ
て
の
図
書
館
業
務
と
い
え
ば
閲
覧
、
貸
出
、
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
の
図
書
館
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
市
民
の
み
な
さ
ん
が
必
要
と
す

る
子
育
て
、
教
育
、
雇
用
、
健
康
、
介
護
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
資
料
を
収
集
し
、
分
類
、
整
理
し
て
案
内
や
提
供

を
し
た
り
、
図
書
情
報
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
提
供
す
る
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

蔵
書
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
や
、
道
内
の
図
書
館
と
連
携
し
て
相
互
貸
借
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
乳

幼
児
７
カ
月
健
診
に
お
け
る
親
子
読
書
啓
蒙
活
動
、
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
市
内
各
校

へ
の
団
体
貸
出
（
大
量
一
括
貸
出
）、
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
事
業
（
長
期
巡
回
貸
出
）、
学

校
支
援
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
調
整
、
北
海
道
立
図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る
学
校

図
書
室
の
改
造
支
援
や
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
を
進
め
る
な
ど
、
図
書
館
の
活

動
分
野
は
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

月１回、乳幼児７カ月健診で読み聞かせをしている
「すみれの会」

　
子
ど
も
た
ち
の
読
書
を
大
切
に

　

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
育
む
た

め
の
図
書
館
運
営
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２
万
冊
を
超

え
る
絵
本
や
物
語
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
配
置
し
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
気

軽
に
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
「
動
話
の
会
」
や
「
ノ
ン
タ
ン
」、

青
少
年
サ
ー
ク
ル
「
ね
〜
び
る
」
な
ど
が
、

毎
月
第
２
土
曜
日
に
図
書
館
を
訪
れ
て
、

読
み
聞
か
せ
・
映
画
・
紙
芝
居
な
ど
を
楽

し
む
『
お
は
な
し
会
』
を
開
催
し
、
毎
回

　

人
以
上
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い

５０ま
す
。
毎
週
水
曜
日
に
は
、「
ど
ん
ぐ
り
」

に
よ
る
『
ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
会
』
が
開

催
さ
れ
、
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
の
参

加
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

催
し
物
で
は
、
５
月
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
、
運

営
す
る
「
こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り
」、

夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
、
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
目
標
冊
数

の
本
を
読
み
、
そ
の
成
果
を
図
書
館
が
認

証
す
る
「
ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
運
動
」、　
１１

月
に
は
、
外
国
語
指
導
助
手
が
企
画
す
る

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
図
書
館
ク

イ
ズ
や
児
童
書
の
貸
出
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な

　市民の読書推進に向けて

　図書館では、より多くのみな

さんに読書をしていただくため、

さまざまな工夫をしています。

　例えば、話題性のある本や

テーマ性のある本、あまり利用

されていない本でも内容が優れ

ていて利用者に読んでいただき

たいお勧めの本などの特別展示、

毎月発行の「図書館だより」や

図書館ホームページで「今よく

読まれている本」や「新刊購入

図書の紹介」など、読書のきっ

かけづくりになるよう取り組み

を行っています。その成果は、毎年の本の貸出冊数に反映さ

れており、現在では市民１人当たり及び児童１人当りの貸出

冊数は全国・全道の平均を上回っています。

　図書館データ

蔵書数　１０万１８３０冊（平成２１年１月末）

貸出数　１５万５５７０冊（平成１９年度）

（平成２１年１月末現在の貸出数は、前年度対比５４８９冊増）

貸出利用者数　３万４０７８人（平成１９年度）

登録者数　１万６５９人（平成２１年１月末）

入館者数　１３万７０９８人（平成１９年度末）

図書館
登録者数

１人当たり
の貸出数市立図書館名順位

54.14％10.79冊石狩市民図書館１
57.42％8.76冊北広島市図書館２
62.15％8.53冊恵庭市立図書館３
45.09％7.26冊江別市情報図書館４
25.45％7.17冊北見市立中央図書館５
72.36％6.67冊千歳市立図書館６
56.74％6.63冊旭川市中央図書館７
39.44％5.84冊市立富良野図書館８
40.61％5.84冊稚内市立図書館8
53.68％5.80冊網走市立図書館１０
―4.43冊全道平均(町村含)
―4.89冊全国平均

※人口１人当たりの貸出冊数は、市民個人への貸出冊数÷
年度末人口で算出（平成20年４月１日現在）

全道市立図書館利用率上位10館
（資料：北海道図書館振興協議会）

１２月に出版１００周年を記念し
て展示された「赤毛のアン展」
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が
ら
自
ら
読
書
す
る
た
め
の
契
機
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
　
　
　
　

　
図
書
館
づ
く
り

　

毎
年　

月
に
行
わ
れ
て
い
る
「
図
書
館

１０

ま
つ
り
」
は
、
平
成　

年
か
ら
利
用
者
団

１９

体
が
中
心
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
企
画
か
ら
準
備
、
運
営
に
至
る
ま

で
積
極
的
に
参
加
し
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
来
館
者
の
増
加
に
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
方
に

対
し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
図
書
館

の
運
営
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
対
す
る
支
援
で
は
、
図
書
館
が

橋
渡
し
役
と
な
っ
て
読
書
活
動
な
ど
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
図
書
館

づ
く
り
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

図
書
館
で
は
、
図
書
館
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
市
内
小
中
高
校
の
児
童
生
徒
の
み
な

さ
ん
の
施
設
見
学
や
職
場
体
験
、
大
学
生

の
教
育
実
習
、
教
職
員
の
研
修
な
ど
の
受

け
入
れ
や
「
こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り
」

に
お
け
る
１
日
図
書
館
員
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
一
般
市
民
向
け
と
し
て
出
前

講
座
「
図
書
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
な

ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、
図
書
館
を

利
用
し
て
い
な
い
方
へ
の
利
用
の
働
き

本が大好きで、子ども３人

と毎週１０冊ずつ借りにき

ています。「動話の会」が

作っている、絵が動く紙し

ばいを見たとき、絵本とは

違う魅力にひかれて５年

ほど前から「動話の会」に

子どもを連れて参加して

います。今は、子どもの通

う幼稚園、小学校でも読み

聞かせのボランティアも

しています。 おはなし会に参加していた

「動話の会」の芦田由紀さん

図書館は子どもと毎週来て

いる大好きな場所。よく来て

いるからこそ「こうしたら図

書館がもっと良くなるのに

なぁ」「こうした事業をした

ら良いのでは」などと見えて

くることもあり、思ったこと

を直接言える場があること

はとても良いこと。「ちびノ

ンタン」では、子どもたちの

喜ぶ本などを紹介し合った

り、楽しく勉強しています。
ボランティア会議に
出席していた望月睦さん

自分の思いを直接伝えられる場所

動く紙しばいにひかれて「動話の会」に

ボランティアを紹介します
■手づくりパネル「動話(どうわ)の会」(久保祐子代表)
　図書館にある絵本をもとに、動く紙しばいを作って

　います。毎月第２土曜日に行われている「おはなし

　会」で活動中。

■読み聞かせサークル「ノンタン」(青山百合子代表)

　１９８８年に富良野おやこ劇場のお母さんたちから生ま

　れたサークルで、毎月第２土曜日に行われている「お

　はなし会」で活動中。

■えほんの会「ちびノンタン」(品田靖恵代表)

　絵本の好きな人が集まって、本を紹介しあったり、　

　読みあったりして、月に２回程度図書館のサークル

　室で活動中。

■読み聞かせボランティア「すみれの会」(品田靖恵代表)

　保健センターで行われている７カ月幼児健診で、月

　１回お母さんと赤ちゃんに絵本の読み聞かせをして

　います。

■おはなしの会「どんぐり」　(渡辺美代代表）

　毎週水曜日午後３時から、図書館１階おはなしコー

　ナーで絵本・紙しばいの読み聞かせ、手あそびなど

　をしています。

■富良野市社会福祉協議会「宅配ボランティア制度」

　富良野市社会福祉協議会では、市内に住む身体の不

　自由な方と満６５歳以上の高齢者を対象に、無料で自

　宅に届けるサービスを実施しています。希望される

　方は、社会福祉協議会（拶３９‐２２１６）まで。

※ボランティアに参加を希望される方は図書館(拶２２‐

　３００５)に問い合わせください。

利用者に好評な読書拡大器

か
け
を
進

め
て
い
く

と
と
も
に
、

子
育
て
世

代
や
高
齢

者
、
障
が

い
が
あ
る

方
に
も
使

い
や
す
い

施
設
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ト
イ

レ
の
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
設
置
を
は
じ
め
、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
車
椅
子
、

本
の
カ
ー
ト
、
読
書
拡
大
器
、
拡
大
鏡
を

配
置
し
た
り
、
授
乳
コ
ー
ナ
ー
を
提
供
す

る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

　

読
書
の
た
め
の
図
書
や
調
べ
物
の
た

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 のののののののののののののののののののののサササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビのサービスススススススススススススススススススススス
役立つ図 書館書館へへ
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　図書館では、平成２０年度か
ら道立図書館の支援を受け
て、市内小学校との連携によ
る子どもの読書活動推進の
取り組みを進めています。
　初回は、希望のあった扇山
小学校と樹海小学校の２校
でブックフェスティバルを
行いました。扇山小学校では、
体育館に並べられた約２０００
冊の本を前に、児童は目を輝
かせ、真剣に本を選んでいる

姿がありました。ほかにも低
学年向けに読み聞かせボラ
ンティアによる大型絵本の
読み聞かせや紙しばいなど
も行い、読書の楽しさやあた
えられた本を読むのではな
く、自らが選んだ本を読むこ
とで世界を広げるきっかけ
になったと思います。今後も
市内小学校と連携し、学校読
書活動を支援する取り組み
を進めていきます。　

扇山小・樹海小でブックフェスティバルを開催

め
の
資
料
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
激
し
く
変
わ
る
経
済
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
環
境

の
中
で
、
市
民
に
役
立
つ
情
報
を
一
カ
所

で
提
供
す
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
情
報
サ
ー

ビ
ス
」の
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
代
間
交
流
や
地
域
の
人
た
ち

の
交
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た

め
に
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
作
品
展
示
な
ど
に
よ
る

交
流
機
会
の
創
出
を
進
め
る
中
で
「
地
域

づ
く
り
の
拠
点
」
と
い
わ
れ
る
図
書
館
の

機
能
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
館
内
に

意
見
箱
を
設
置
し
た
り
、
利
用
者
団
体
会

議
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
な
ど
話
し
合

い
の
場
を
設
け
る
な
ど
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
運
営
に
反
映
し
な
が
ら
、
市

民
と
の
協
働
で
役
に
立
つ
使
い
や
す
い

図
書
館
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こどもの図書館まつり
　　　　　　のお知らせ
と　き　５月９日臥
ところ　市立富良野図書館
内　容　１日図書館員、こどもの古本市、お
　　　はなし会、紙工作教室、こども映画会、
　　　しかけ絵本展、世界の絵本展など
　　　　※詳しい内容は、４月中旬に発行す
　　　　　るチラシで確認してください。

　「家庭でねむっている本」
　　「使われなくなった本」
　　　　を寄贈してください　
　昨年好評だった「こどもの古本市」を今年
も行います。家庭でねむっている本や使われ
なくなった本で、傷みがなく子どもたちに
使ってもらいたい本などあれば、「こどもの古
本市」用として図書館に寄贈してください。
　寄贈していただける本がありましたら、図
書館(拶２２‐３００５)までお持ちください。

絵本の寄贈ありがとうございます
　農村女性グループ「すばるの里」(岡本恵

子代表）から地域への貢献活動の一環として、

次世代に担う子どもたちの健全育成のため、

今年１月に絵本３４冊の寄贈をいただきまし

た。同グループの寄贈は今年で３年目、合計

１００冊以上になっていて、「すばるの里文庫」

として幼児や児童に愛読されています。

　このほか、たくさんのみなさんからさまざ
まな寄贈があり、図書館運営に役立たせてい
ただいています。

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 のののののののののののののののののののののサササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ変わる図書館　 ススススススススススススススススススススス
　　　　役立つ図 書館役立つ図　 へ
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市政
アラカルト

３月MARCH

平
成
　
年
度
か
ら
公
営
住
宅

２１

の
制
度
（
入
居
収
入
基
準
）
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
公
営
住
宅
法
施

２１

行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
伴

な
っ
て
市
営
住
宅
と
道
営
住
宅
に
入
居
で

き
る
条
件
（
入
居
収
入
基
準
）
が
見
直
さ

れ
ま
す
。

　

世
帯
所
得
の
変
化
や
高
齢
者
世
帯
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
全
国
的
に
公
営
住
宅
の

応
募
倍
率
が
上
昇
し
、
住
宅
に
困
窮
す
る

方
が
入
居
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
居
収
入
基
準
を
改
正
し
、
公
平
か

つ
適
正
に
公
営
住
宅
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

入
居
収
入
基
準
の
改
正　

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
の
市
営
住
宅

２１

の
入
居
収
入
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
基
準
を
超
え
る
方
は
申
し
込

み
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
月
収
と
は

　

給
与
所
得
者
の
場
合
、
所
得
証
明
書
な

ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
給
与
所
得
控
除
後

の
「
給
与
所
得
の
額
」
か
ら
世
帯
構
成
に

応
じ
た
所
定
の
額
を
控
除
し
た
額
を
月
額

換
算
し
た
金
額
で
す
。

※
裁
量
階
層
世
帯
と
は

改
正
前
（
現
在
）

一
般
申
込
者　

月
収
２
０
０
０
０
０
円
以
下

裁
量
階
層
対
象
者　

　
　
　
　
　
　

月
収
２
６
８
０
０
０
円
以
下

改
正
後
（
平
成　

年
４
月
）

２１

一
般
申
込
者　

月
収
１
５
８
０
０
０
円
以
下

裁
量
階
層
対
象
者　

　
　
　
　
　
　

月
収
２
１
４
０
０
０
円
以
下

死

　

公
営
住
宅
施
行
令
に
お
い
て
入
居
収
入

基
準
の
緩
和
が
認
め
ら
れ
た
方
で
、
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
方
、
高
齢
者
、
小
学
校

就
学
前
の
子
の
い
る
世
帯
が
該
当
し
ま
す
。

架
都
市
建
築
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

引
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
へ
（
ご
み
の
処
分
）

　

３
月
に
入
る
と
引
越
し
な
ど
で
発
生
す

る
大
量
の
ご
み
を
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
れ
る
事
例
が
毎
年
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
引
越
し
な
ど
で
大
量
の
ご
み
を
一

度
に
処
分
さ
れ
る
際
は
、
ご
み
収
集
運
搬

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
運
搬
許
可
業
者

　

富
良
野
地
区
清
掃
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
９
３
９

　

富
良
野
浄
化
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
４
７
４
４

　

富
良
野
清
掃
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
０
６
６

　

株
式
会
社
ふ
ら
の
衛
生
社

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
３
９
６

　

ふ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
３
７
１
２

３
月
の
大
型
・
電
気
ご
み
の
収
集
日

申
込
締
切
日　

３
月　

日
我

１８

収
集
日　
　
　

３
月　

日
俄
・　

日
峨

２３

２４

※
詳
し
く
は
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
く
だ
さ
い
。

架
市
民
環
境
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

一次救急医療の提供方法が
４月１日から変わります！
平日の夜間は医師会が当番制でそれぞれの診療施
設で、土・日、祝祭日は協会病院が一次診療を提
供しています。

【現状】

一次診療の場所が協会病院に一元化され、平日の
夜間は医師会の医師が出向いて提供いたします。【今後】

※土・日、祝祭日については、従来から協会病院が担当
●地域医療と救急医療は、医師の皆さんの努力によって確保
　されています。普段、医師が十分な診療を可能とするため
　住民のみなさんのご理解をいただくとともに、次の点にご
　協力願います。
虚「かかりつけ医」に早め（軽症）の受診に心がけましょう！
許どうしても不安だという場合は、まず、電話で相談しましょ
　う！
●近年、全国的にタクシー代わりに救急車を利用する方が増
　えています。いざという時、本当に必要な方が利用できな
　くなり、救命救急に支障をきたします。
　みなさんのご協力をよろしくお願いいたします。

（
平
成
　
年
３
月
ま
で
）

２１

（
平
成
　
年
４
月
か
ら
）

２１

架保健医療課　拶39-2200
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北
海
道
社
会
貢
献
賞松浦　惺さん

　
松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
富
良
野
町

３５

に
奉
職
し
、
総
務
部
長
及
び
経
済
部
長
な

ど
を
歴
任
。
そ
の
後
平
成
　
年
か
ら
収
入

１０

役
と
し
て
資
金
運
営
に
尽
力
し
、
平
成
　１４

年
か
ら
は
、
助
役
に
選
任
さ
れ
豊
富
な
経

験
と
公
平
な
判
断
の
も
と
で
地
方
自
治

の
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
が
表
さ
れ
、
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
産
業
貢
献
賞

鎌田　勲さん

　
鎌
田
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
山
部
農
協

４４

に
奉
職
し
、
総
務
部
長
及
び
参
事
な
ど
を

歴
任
。
平
成
　
年
か
ら
は
「
農
村
花
嫁
相

１０

談
員
」
や
「
ア
グ
リ
パ
ー
ト
ナ
ー
相
談
員
」

と
し
て
花
嫁
対
策
に
携
わ
り
　
組
を
成

５２

婚
さ
せ
る
な
ど
農
村
花
嫁
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
富
良
野
地
域
の
担
い
手

育
成
に
大
き
く
に
貢
献
し
た
功
績
が
表

さ
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

坂口  道郎さん

　
坂
口
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
か
ら
　
年
に

６０

２４

わ
た
り
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
を

務
め
、
現
在
ま
で
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
感
謝
状
、
北
海
道
知
事
感
謝
状
、

旭
川
方
面
交
通
安
全
協
会
功
労
賞
、
北
海

道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
感
謝

状
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
緑
十
字
銅
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

大島  勝行さん

　
大
島
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
か
ら
　
年
に

６０

２４

わ
た
り
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
を

務
め
、
現
在
ま
で
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
感
謝
状
、
北
海
道
知
事
感
謝
状
、

旭
川
方
面
交
通
安
全
協
会
功
労
賞
、
北
海

道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
感
謝

状
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
緑
十
字
銅
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

北村　智さん

　
北
村
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
か
ら
　
年
に

６２

２２

わ
た
り
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
を

務
め
、
平
成
５
年
に
北
海
道
交
通
安
全
推

進
委
員
会
か
ら
感
謝
状
、
平
成
９
年
に
北

海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
、
平
成
　
年
に
北

１５

海
道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

長田  壽弘さん

　
長
田
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
か
ら
　
年
に

５８

２６

わ
た
り
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
を

務
め
、
平
成
元
年
に
北
海
道
交
通
安
全
推

進
委
員
会
か
ら
感
謝
状
、
平
成
５
年
に
北

海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
、
平
成
　
年
に
北

１１

海
道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
善
行
賞

金一  恒男さん

　
金
一
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
　
年
に

２０

わ
た
り
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
を

務
め
、
平
成
８
年
に
北
海
道
交
通
安
全
推

進
委
員
会
顕
彰
、
平
成
９
年
に
上
川
支
庁

長
か
ら
感
謝
状
、
平
成
　
年
に
北
海
道
知

１１

事
か
ら
感
謝
状
、
平
成
　
年
に
北
海
道
交

１７

通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
か
ら
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
善
行
賞

安齊  謙治さん

　
安
齊
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
　
年
に

１８

わ
た
り
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
を

務
め
、
平
成
９
年
に
北
海
道
交
通
安
全
推

進
委
員
会
顕
彰
、
平
成
　
年
に
上
川
支
庁

１１

長
か
ら
感
謝
状
、
平
成
　
年
に
北
海
道
知

１５

事
か
ら
感
謝
状
、
平
成
　
年
に
北
海
道
交

１９

通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
か
ら
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめででででででででででででででででででででででととととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

原案(全文)の公表場所
陰行政情報コーナー

（市役所１階市民ロ
ビー)隠山部・東山支所
窓口韻担当課窓口吋文
化会館ロビー右図書館
ロビー宇市ホームペー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方

○市内で働いている方

○市内で学んでいる方

○市内に事業所がある

　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・メ

　ールなど書面（様式は

　自由)・録音テープで

　お寄せください。

○担当課窓口に直接提

　出（郵送可）、または

　公表場所の意見箱へ

　提出もできます。

○意見を提出するとき

　は、住所・氏名などを

　記入してください。　

　氏名などは公表しま

　せんが、記入がない場

　合には回答できない

　場合もあります。

回　　　　　答意見内容
　市民参加手続を省略できる具体的な事例は次のとおりです。
　①法令の規定により実施の基準が定められていて、その基準
　　にもとづいて行なうもの
　　例）標準事務手数料の額(戸籍関係事務手数料など)、市税
　　　の標準税額(市民税個人均等割など)、市税の固定税率(市
　　　タバコ税など)、法定受託事務に関する処理基準(戸籍証
　　　明事務など)、市営住宅の家賃等の額、公の施設の利用方
　　　法についての法令の定めがある事項
　②市の内部のみ適用されるもの(職員の人事や会計に関するもの)
　③軽微なもの(法令の引用箇所の改正など)
　④緊急に行なわなければならないもの　　
　軽微なものへの取り扱いは、条例などで法令を引用し条項の
移動や用語の表現が変わった場合などに適用しています。
　また、金銭の支払に関する情報の例として、市道民税や国民
健康保険税の年金からの特別徴収などがあげられますが、法令
規定にもとづき市条例改正後にお知らせしました。今後もでき
るだけ早い時期にお知らせするように努めます。
　なお、市民参加手続を省略したものについても、その内容を
広報紙・ホームページなどでお知らせをしています。

陰市民参加手続を省略する

規定がありますが、拡大解釈

すればあらゆることが網羅

されるのではないですか、ま

た職員の主観が入る余地は

ないのですか。具体的にどの

ような事例が適用されるの

か示してください。

　特に軽微なものについて

は、市からみて軽微であって

も、対象者にとっては軽微で

ないこともあると思うので

すが。

　また、金銭の支払に関する

情報は、1年前には出してほ

しいです。

　平成17～19年度の3年間に60事業でパブリックコメント手続
を実施し、73件の意見をいただき、そのうち11件の意見につい
ては市の仕事に反映をしています。
　意見が少ない理由としては、市民生活に関係が浅いため関心
がない、提供する情報がわかりづらい、手続が市民に十分浸透
していないことなどが考えられます。
　本条例では情報公開による市民との情報共有も一つの目的と
しており、今後も制度の周知と情報提供の方法などを工夫し、
より多くの意見をいただけるように進めます。

隠パブリックコメント手続

に提出意見が少ないのは、た

たき台のモデルが総花的で、

出された意見への回答も、一

応聞いておきます、将来考え

ますといった内容が多すぎ

るからではないですか。

　本条例にもとづく市民参加手続のほかに、市民の意見や提言
をいただく場として、地域懇談会、市長室トーク、市民の声、
出前講座なども企画振興課を窓口として実施しています。
　これらにより出された意見、要望、苦情などについては、担
当課において検討対応を行い、その結果を企画振興課で必要に
応じて公表しています。
　広聴活動を通じて市民意識を十分把握し、関係部局が連携を
密にしながら、適正な事務処理を徹底しますので、新たな検証
部署の設置は考えていません。

韻パブリックコメント、地区

懇談会、市民の声などの意見

に対し、適切な対処、説明が

なされているかを検証する

部署の設置を考えてほしい。

そうすることで建設的な意

見も出るし、市民の自覚も高

まると思います。

パブリックコメント手続の結果を公表します
虚市立へき地保育所設置条例の一部改正（素案）について(統合に伴う名称変更及び廃止）

　意見の提出はありませんでした。

許富良野市情報共有と市民参加のルール条例の改正について

　意見提出者（件数）　１名（３件）　意見、回答内容は下記のとおりです。

市民参加手続を省略しました
公営住宅の入居収入基準の見直しについて

　公営住宅法施行令の一部改正に伴い、平成２１年４月から市営住宅・道営住宅の入居収入基

準を見直します。改正の概要は６ページ「市政アラカルト」をご覧ください。

省略の理由

　法令の基準にもとづくもので、市民参加手続を省略しました。(富良野市情報共有と市民参

加のルール条例第５条第２項第１号）

架都市建築課　拶39‐2316

架企画振興課　拶39‐23０４
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ド
イ
ツ
の
文
化
に
ふ
れ
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
　
賢
史
さ
ん

　
空
気
、
風
景
、
水
、
食
物
、
人
、
見
る
も

の
す
べ
て
が
非
日
常
的
で
新
鮮
で
し
た
。

　
町
を
歩
け
ば
古
い
像
や
百
数
十
年
前
に

建
て
ら
れ
た
建
造
物
が
い
た
る
と
こ
ろ
に

あ
り
、
ど
れ
も
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
色
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
年
月
の
重
み
を
感
じ
さ

せ
る
よ
う
な
街
を
歩
け
ば
、
必
ず
ビ
ー
ル
の

看
板
を
出
し
た
飲
食
店
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
は
少
し
酔
っ
て
陽
気
な
声
が
飛
び
交
い
、

み
ん
な
ビ
ー
ル
片
手
に
日
本
で
は
考
え
ら

れ

な

い

ボ

リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
肉
料
理

を
頬
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　
１
日
3
回

食
事
を
す
る

の
で
食
文
化

の
違
い
と
い

う
の
は
分
か

り
や
す
く
、
肉

と
ビ
ー
ル
で

中
山
間
協
議
会
事

中
山
間
協
議
会
事
業業

Ｅ
Ｕ
農
業
事
業
調
査
団
参
加
報

Ｅ
Ｕ
農
業
事
業
調
査
団
参
加
報
告告
隠隠

先
月
号
に
引
き
続
き

先
月
号
に
引
き
続
き
、、
昨
年

月
6
日

昨
年　

月
6
日

1212

〜

日
の
9
日
間

〜　

日
の
9
日
間
、、
ス
イ
ス
北
部
・
ド

ス
イ
ス
北
部
・
ド

1414
イ
ツ
南
部
を
訪
れ

イ
ツ
南
部
を
訪
れ
たた
「
Ｅ
Ｕ
農
業
事
情

「
Ｅ
Ｕ
農
業
事
情

調
査
団
」の
参
加
報
告
を
掲
載
し
ま
す

調
査
団
」の
参
加
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。。

今
月
は

今
月
は
、、
杉
村
賢
史
さ
ん
と
渡
辺
潤

杉
村
賢
史
さ
ん
と
渡
辺
潤
一一

さ
ん
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す

さ
ん
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。。

食
文
化
を
語
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
こ
れ
か
ら
先
、
そ
う
多
く

行
け
る
場
所
で
は
な
い
の
で
、
今
回
は
非
常

に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
記
憶
と
記
録
に
し
っ
か
り
残
し
て
、
よ

り
一
層
自
分
の
世
界
観
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
潤
一
さ
ん

　
全
行
程
の
中
盤
で
視
察
し
た
「
Ａ
ｎ
ｄ
ｅ

ｃ
ｈ
ｓ
」
と
い
う
ビ
ー
ル
工
場
。

　
特
徴
と
し
て
は
「
修
道
院
が
経
営
」
と
い

う
こ
と
。
１
４
５
５
年
創
業
で
と
て
も
歴
史

が
あ
り
、
現
在
、
Ｅ
Ｕ
圏
で
は
修
道
院
が
経

営
し
て
い
る
工
場
で
は
１
、
２
位
を
争
う
大

き
な
工
場
だ
そ
う
で
す
。
創
業
当
時
、
修
道

院
に
訪
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
ビ
ー
ル

を
振
舞
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
工

場
横
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
国
内
外
問
わ

ず
色
ん
な
方
々
が
訪
れ
食
事
も
し
て
い
く

そ
う
で
す
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、他
に
も
色
々
な
会
社
、

農
家
を
視
察
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
見
れ
た

の
と
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
べ
て
の
も

の
に
対
す
る
規
模
の
違
い
を
実
感
で
き
た

の
は
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
職
業
、
国
籍
に
関
係
な
く
交
流
の

大
切
さ
も
実
感
で
き
、
自
分
に
と
っ
て
収
穫

の
多
い
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

全国高等学校選抜
スキー大会

市長杯スーパージャイ
アントスラローム大会
　　３月１9日昭～22日掌
架ＳＫＩだ！ふらの実行委員会(文化会館内)
　拶３９‐２３１８

　

３
月　

日
牙
〜　

日
蚊
、
富
良
野
ス

１９

２２

キ
ー
場
ス
ピ
ー
ス
コ
ー
ス
で
「
第　

回
全

２１

国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
」、「
第　
１０

回
富
良
野
市
長
杯
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
の

富
良
野
市
で
の
開
催
は
５
年
目
を
数
え
、

ス
キ
ー
甲
子
園
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
大

会
に
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
２
５
０
人

が
参
加
し
、
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

観
戦
用
無
料
リ
フ
ト
券
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ス
キ
ー
場
ま
で
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
選
手
に
あ
た
た
か
い

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
日
程
（
予
定
）

３
月　

日
昭　

競
技
開
始 
午
前
９
時

１９

市
長
杯
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム

３
月　

日
晶　

競
技
開
始 
午
前
９
時

２０

高
校
選
抜
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム

３
月　

日
松　

競
技
開
始 
午
前
９
時

２１

高
校
選
抜
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

３
月　

日
掌　

競
技
開
始 
午
前
９
時

２２

高
校
選
抜
ス
ラ
ロ
ー
ム

※
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

観
戦
用
無
料
リ
フ
ト
券
を

発
行
し
ま
す

配
布
場
所　

　
　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
り
場
側
の
駐
車
場

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
や
下
り
の
リ
フ
ト
に
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

　

子
ど
も
た
ち
が
通
う
通

学
路
に
は
、
毎
年
雪
が
融

け
る
と
犬
や
猫
な
ど
の

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
が
残
さ
れ
、

見
た
目
や
臭
い
だ
け
で
な

く
、
衛
生
面
で
も
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
、
麻
町
連
合
会
（
山
田

明
会
長
）
で
は
、
市
や
警

察
署
と
協
力
し
て
地
域　
２６

カ
所
に
「
フ
ン
放
置
厳

禁
！
」
と
印
刷
さ
れ
た
の

ぼ
り
を
立
て
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
は
高
さ
１
５
０

セ
ン
チ
、
幅　

セ
ン
チ
で
、

４５

黄
、
赤
、
黒
の
３
色
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
見
え

る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

山
田
会
長
は
「
麻
町
で
は
、
夏

は
草
刈
や
ご
み
拾
い
、
植
栽
な
ど

地
域
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
回
の
取
り
組
み
は
、

自
分
た
ち
が
積
極
的
に
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
綺
麗

で
衛
生
的
な
ま
ち
に
し
た
い
と
い

う
地
域
の
み
な
さ
ん
の
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

麻
町
連
合
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
毎
年
「
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
放
置
厳

禁
」
の
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
に
配
布

し
、
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
フ
ン
の
放
置
が
減
ら
な
い

伝
統
あ
る
雪
ま
つ
り
が

地
域
の
活
力
と
連
帯
感
を

生
み
だ
し
ま
す

■
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
■

ペットのフンの放置

解消に向けて、地域

が主体的に啓発活動

　

雪
の
中
で
遊
ぶ
場
を
設
け
、
家

族
で
冬
の
休
日
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
「
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
祭
り
」

が
２
月
８
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
約

７
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
特
設
の
す
べ
り
台
や
ア

ニ
メ
「
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
テ
レ
ビ
で
有
名
に

な
っ
た
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
「
つ
よ

し
」
な
ど
の
雪
像
が
並
ん
で
、
来

場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
山
部
商
工
会

青
年
部
と
地
域
の
各
種
団
体
が
中

心
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
（
菅
野

靖
記
委
員
長
）
を
組
織
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で　
２２

回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

菅
野
委
員
長
は
「
祭
り
に
は　
５０

人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
会
場
設
営
や

機
材
の
確
保
な
ど
約
１
カ
月
前
か

ら
準
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
大

変
で
す
が
、
地
域
の
活
力
や
連
帯

感
を
生
み
だ
し
、
山
部
地
域
に
欠

か
せ
な
い
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。　

　

会
場
に
運
び
こ
ま
れ
た
雪
は
、

大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
で
約
１
０
０
台

分
に
も
な
り
ま
す
。
作
業
は
実
行

委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
終
了
す

る
夜
間
に
行
わ
れ
、
パ
ワ
ー
シ
ョ

ベ
ル
な
ど
の
重
機
を
使
っ
て
丁
寧

に
舞
台
や
雪
像
な
ど
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
メ
イ
ン
の
特
設
滑
り
台
は

「フン放置厳禁！」ののぼりを立てる麻町連合会

ポニー体験試乗で、笑顔を見せる子どもたち

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
泳

■麻町連合会■
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人

　

富
良
野
ス
キ
ー
場
で「
富
良
野
・

木
村
公
宣
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の

代
表
を
務
め
る
木
村
公
宣
さ
ん
が
、

初
め
て
ス
キ
ー
を
滑
っ
た
の
は
３

歳
の
と
き
。
小
学
２
年
生
で
地
元

青
森
県
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
加

わ
り
、
中
学
で
全
国
優
勝
。
高
校

に
入
る
頃
に
は
す
で
に
名
前
が
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。「
こ
の
頃
は
ま
だ
勝
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
な
く
、
学
校

と
は
違
う
ス
キ
ー
場
で
の
会
話
が

楽
し
く
て
、
毎
日
山
に
遊
び
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
だ
っ

た
」
と
い
い
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
が
富
良
野
を
訪
れ
た

の
は
高
校
生
の
と
き
。
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
富
良
野
大
会
に
デ
ビ
ュ
ー

し
た
時
の
印
象
を
「
雪
質
が
と
て

も
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
日
本
を
代
表
す
る
ス

ラ
ロ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
４

スキーの楽しさを全国に広めたい

「子どもたちにスキーを好きになってもらいたい」と
昨年からのキッズスキーレッスンを始めた木村さん

良野に 木村 公宣さん 
中御料

きむら きみのぶ

度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
数
々
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
ス

イ
ス
で
行
わ
れ
た　

ワ
ー
ル
ド

９８

カ
ッ
プ
ヴ
ェ
イ
ソ
ナ
大
会
で
は
３

位
に
入
賞
。
日
本
人
で
表
彰
台
に

立
つ
の
は
３
人
目
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の

一
時
代
を
築
き
ま
し
た
。

　

現
役
を
引
退
後
、
全
日
本
競
技

理
事
か
ら
富
良
野
で
ス
ク
ー
ル
を

や
っ
て
み
な
い
か
と
声
が
か
か
り
、

木
村
さ
ん
の
「
ス
キ
ー
を
普
及
さ

せ
た
い
」
と
い
う
想
い
が
合
致
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
デ
ビ
ュ
ー
地

の
富
良
野
と
い
う
め
ぐ
り
合
わ
せ

も
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
承
諾
を
し
た

と
い
い
ま
す
。
平
成　

年
か
ら
開

１５

設
し
た
ス
ク
ー
ル
で
は
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
、
レ
ー
シ
ン
グ
ま
で

広
く
指
導
を
し
て
お
り
、
受
講
者

は
観
光
客
が
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。「
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て
、
ス

キ
ー
の
楽
し
さ
や
富
良
野
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
地
元

の
園
児
を
対
象
に
し
た
キ
ッ
ズ
ス

キ
ー
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
、「
最
近
は
、

雪
国
に
い
て
も
ス
キ
ー
を
す
る
子

ど
も
た
ち
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

富
良
野
の
ス
キ
ー
場
は
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
か
で
雪
質
も
良
く
、

ス
キ
ー
を
す
る
に
は
す
ば
ら
し
い

環
境
で
す
。
自
分
た
ち
が
き
っ
か

け
づ
く
り
を
行
い
、
も
っ
と
子
ど

も
た
ち
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
、
山
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
い
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
は
、
道
外
で
も
レ
ー

シ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
コ
ー
チ
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
世
界
選
手
権

の
解
説
者
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど

多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す

が
、
休
み
の
日
に
は
ゴ
ル
フ
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
富
良
野
に
来
て

か
ら
始
め
た
と
い
う
テ
レ
マ
ー
ク

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
人
た
ち
と
密
着
で
き

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、

ス
キ
ー
を
通
じ
て
富
良
野
を
応
援

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

移る

富姥
高
さ
８
メ
ー
ト
ル
、
長
さ　

メ
ー

３０

ト
ル
に
も
な
り
、
見
事
な
仕
上
が

り
で
す
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
か

る
た
や
チ
ュ
ー
ブ
カ
ー
リ
ン
グ
に

加
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が

協
賛
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
衣
服
の
販

売
や
ポ
ニ
ー
の
体
験
試
乗
も
行
わ

れ
ま
し
た
。「
消
防
は
し
ご
車
体
験

搭
乗
」
で
は
、
先
着　

人
分
の
整

３０

理
券
が
す
ぐ
に
な
く
な
る
ほ
ど
。

ま
た
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
搭
乗

に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　

菅
野
委
員
長
は　
「
今
年
は
雪

が
少
な
く
、
暖
冬
の
影
響
も
あ
っ

て
準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
苦
労
が
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
減
少
な
ど
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
め
に
市
に
相
談
。
昨
年
、
ポ
ス

タ
ー
を　

カ
所
に
掲
示
し
た
と
こ

１５

ろ
効
果
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
の
ぼ
り
の
設
置
に
つ
な
げ

た
も
の
で
す
。

　

２
月　

日
、
麻
町
連
合
会　

人

１８

１０

が
参
加
し
て
、
の
ぼ
り
の
設
置
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
凍
結
し

て
い
る
地
面
に
杭
を
打
ち
込
む
作

業
は
、
約
２
時
間
か
け
て
終
了
し

ま
し
た
。

　

山
田
会
長
は
「
の
ぼ
り
効
果
で
、

少
し
で
も
ペ
ッ
ト
を
飼
う
方
の
マ

ナ
ー
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
期
待
を
し
て
い
ま
し

た
。



12こうほう 200９.3

１分３１秒でラーメンを完食！わいわい祭り

店街を盛り上げようと、商店街の人

たちが企画した「わいわい祭り」が

２月１１日、すずらん通りで行われました。

屋台やすべり台が登場したほか、「ラーメ

ン早食い選手権」では、１杯１分３１秒と

いう速さで食べる参加者に、大きな歓声

があがっていました。「雪中宝探しゲー

ム」では、ゲーム機やおもちゃをあてよ

うと１５０人の子どもたちが集まり、寒さに

も負けずに宝探しを楽しんでいました。

商

　
山
部
中
学
校
、
富
良
野
東
中
学

校
の
生
徒
た
ち
が
、
富
良
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
民

生
委
員
を
通
じ
て
依
頼
の
あ
っ
た

高
齢
者
宅
の
除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
合
的
な
学
習
時
間
の
中
で
自

主
性
、
自
発
性
を
育
成
す
る
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
山
部
中
学
校
で
は
、
２
月
６

日
、
生
徒
　
名
が
参
加
し
て
除
雪

６２

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
方
た
ち
は
、「
放
っ
て

お
く
と
雪
で
窓
が
割
れ
る
そ
う
に

な
る
の
で
、
こ
れ
で
安
心
で
す
」

「
丁
寧
に
作
業
を
し
て
く
れ
る
の

除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動動

山
部
中
学
校
、富
良
野
東
中
学
校
の
生
徒

で
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。　

　
ま
た
２
月
　
日
に
は
、
富
良
野

１１

東
中
学
校
の
野
球
部
員
　
名
が
、

２７

北
麻
町
の
住
宅
で
除
雪
作
業
を
行

い
ま
し
た
。　

　
部
員
た
ち
は
、「
日
頃
地
域
の
方

に
応
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
少
し
で
も
お
返
し
が
で
き
た

ら
」「
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り

ま
す
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
両
中
学
校
で
は
、
今
後
も
こ
の

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。（
写
真
上
　
山
部
中

学
校
／
下
　
東
中
学
校
野
球
部
）

スノーフェスティバルに子どもたち約１４０人が参加

どもたちの体力づくりや交流を

目的としたイベント「ジュニアス

ノーフェスティバル」が２月１４日と１５

日、山部中学校、生涯学習センターを

会場に行われ、市内の小中学生約１４０人

が参加しました。初日は雨や風の影響

で、５色綱引きや屋台村などを屋内で

実施。天候が回復した２日目は、雪だ

らけになりながら、雪山すべりやス

ノーラフティングを体験していました。

子
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占冠村
トマム山全面開放！

　「冬山解放宣言」を始動してから
シーズン毎にトマムオリジナルの
ルールとコース外滑走の方法を模
索し、たくさんのライダーから評
価を頂いてきた「上級者限定冬山
解放エリア」が今年ついにトマム
山エリア全面解放を実現（一部危
険個所は除く）。ありのままの自然
環境を滑走するというナチュラル
なパウダーアリアを存分にお楽し
み下さい。
架アルファリゾート・トマム
　 拶58‐1122

中富良野町
地酒の新酒が販売開始しました

　中富良野産のヘルシー米「ゆき
ひかり」から、かぐわしい香りに
包まれた吟醸酒「紫の雫」。円熟
した味と芳醇な香りの純米酒「法
螺吹」。その味わいは「法螺」で
はなくて多くの人々を魅了してい
ます。ぜひ新酒を味わいください。
純米酒「法螺吹」７２０悪　1,100円
吟醸酒「紫の雫」720悪　2,20０円

架なかふらの酒造振興会拶４４－２２１3

南富良野町
南富良野特産「くまささ茶」

　「くまささ茶」は、ふらの山麓に

育まれた熊笹からエキスを抽出し

た〝清涼飲料水〟です。氷点下３０

度の厳寒の中でその緑を絶やすこ

となく生き続けるくまささの生命

力を感じてください。道の駅「南

ふらの」と町内各商店で販売して

いますので、ぜひご賞味ください。

架農産物処理加工センター

　拶５２－3012

上富良野町

温泉で癒されてみませんか

吹上露天の湯

　十勝岳温泉郷にある「吹上露天

の湯」で疲れを癒しませんか。

　一面の雪景色を堪能しながらの

露天風呂は、最高です。

　ぜひ家族で十勝岳の大自然と温

泉をご堪能ください。

架産業振興課　拶45‐６９８３

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

環境省が主催する「平成２０

年度あなたに使ってほし

いマイバッグコンクール」

で、商店の前掛けを再利用

した佐々木さんの作品が、

マイバッグ作品部門で第

３位に入賞しました。佐々

木さんは、週２回リサイク

ルセンターに通って仲間

たちと、おしゃべりをしな

がら、バッグや小物作りを

楽しんでいます。

佐々木カヅ子さん
（山部）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

国人観光客に日本の文化に触れ

てもらい、文化を通して市民と交

流してもらおうとふらの観光協会が主

催する「国際文化交流イベント」が１月

２４日から２月２８日までの５回にわたり、

ふらの広場で行われました。ステージで

は、日本舞踊や琴、尺八などの演奏のほ

か、参加した外国人観光客が一緒に踊っ

たり、日本の楽器に触れるなどと日本の

文化を楽しむ姿が見られました。

外国からのお客さんと市民とが文化交流

外

環境大臣賞(マイバッグ作

品部門)第３位入賞作品

山地域で音楽活動をしている方

を地域で応援し地域の輪を広げ

ようと、東山文化振興会が主催する

「樹海の森の小さな音楽会」が２月１４

日夜、東山公民館で行われました。地

域住民や園児、児童など２３人で結成さ

れた「イーハ・トーブ合唱団」が練習

の成果を初めて披露したほか、樹海中

の先生たちのバンドなど５組も出場

し、会場を盛り上げていました。

東

音楽で地域の輪を。樹海の森の小さな音楽会
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　武山芳子（桂木町）
金２0万円

敬称略

　

スキー靴は、何ごみに出せばいいのですか？Ｑ
スキー靴は、付いている金具をできるだけ取り外し、固形
燃料ごみで出してください。取り外した金具は、金属類に

なりますので透明袋にいれて空き缶・金属の収集日にゴミス
テーションに出してください。

Ａ

壊れた水銀式の体温計は、どこに捨てればいいのですか？Ｑ
水銀式体温計は、ケースに入れて最寄りの公共施設や電気
店などに設置してある乾電池回収ボックスに入れてくださ

い。設置場所は、ごみの分け方・出し方ガイドブックをご参照
ください。なお、デジタル式の体温計（電池式）の場合には、
小型電気製品扱いになりますので乾電池回収ボックスには入れ
られません。ご注意ください。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
捌
介
護
用
電
動
ベ
ッ

ド
捌
ビ
リ
ヤ
ー
ド
（
お
も
ち
ゃ
）
捌
小
型

電
気
温
風
器
捌
電
気
堀
こ
た
つ
用
ヒ
ー

タ
ー
捌
木
製
学
習
机
捌
ス
キ
ー
一
式
（
大

人
）
捌
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
一
式
捌
女

の
子
正
装
一
式
（
１
２
０
唖
）
捌
男
の
子

革
靴
（　

唖
）
捌
本
棚
捌
掃
除
機
（
ハ
ン

２０

デ
ィ
タ
イ
プ
）
捌
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
（
ハ

ン
デ
ィ
タ
イ
プ
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ひ
ざ
掛
け
捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
富
良

野
住
宅
地
図
捌
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
捌
ベ

ビ
ー
バ
ス
捌
ベ
ビ
ー
服
（
新
生
児
か
ら
１

歳
児
）

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

戻ってくる、アパートの敷金　（2０代 女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

先日、４年間住んでいた賃貸アパートを出ること
になりました。タバコは吸わないし普段掃除もし

ていたのに、清算をしたところハウスクリーニング代
とカーペット・壁紙張替え費用を請求され、敷金から
ひくと言われました。支払うものなのでしょうか。

相談者（借主）の不注意や、管理の悪さなどによっ
て損耗が発生した部分の費用については、借主が

負担しなければなりません。それ以外の修理代とハウ
スクリーニング代は、貸主（大家さん）の負担となり
ますので、今回の敷金については戻ってくると思われ
ます。
　賃貸アパート退去時のトラブルになりがちな原状回
復基準をまとめた国土交通省のガイドラインでは「通
常の使用により生ずる損耗については、貸主が修復・
取替え費用を負担する」と定めています。この基準に
よって解釈すると、自然損耗や年数が経過したことに
よる劣化は貸主の負担となります。ただし、契約書に
特約条項として「退去時のハウスクリーニングとカー
ペットの取替え費用の負担は借主とする」との記載が
あり、契約時にそれを承知で契約している場合につい
ては、借主が一方的に不利益を被らない限り、借主の
負担となりますので、まずは契約書を確認して下さい。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

よ
っ
て
血
液
を
ろ
過
す
る
糸
球
体

が
障
害
さ
れ
る
た
め
、
腎
機
能
が

低
下
し
ま
す
。

許
慢
性
糸
球
体
腎
炎　
「
細
菌
感

染
」
や
「
膠
原
病
（
こ
う
げ
ん
び
ょ
う
）」

な
ど
の
免
疫
の
病
気
に
よ
っ
て
糸

球
体
に
炎
症
が
起
き
、
腎
機
能
が

低
下
し
ま
す
。

距
腎
硬
化
症　

高
血
圧
が
長
く
続

く
事
で
、
糸
球
体
や
そ
の
先
の
毛

細
血
管
の
壁
が
硬
く
な
る
動
脈
硬

化
が
進
行
し
、
血
流
が
悪
化
し
て

腎
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

　

進
行
し
た
慢
性
腎
臓
病
で
透
析

療
法
が
必
要
に
な
る
患
者
さ
ん
の

う
ち
、
約　

%
は
糖
尿
性
腎
症
の

43

患
者
さ
ん
で
す
。
慢
性
腎
臓
病
が

起
こ
る
と
腎
機
能
が
低
下
し
て
血

圧
が
上
が
り
、
動
脈
硬
化
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
心
臓
や
脳

な
ど
の
血
管
に
動
脈
硬
化
が
起
こ

る
と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど

の
「
心
血
管
疾
患
」
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
　

慢
性
腎
臓
病
の
症
状

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
進
行
し
な
い

と
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
現
れ
ま

せ
ん
が
、
発
見
が
早
い
ほ
ど
進
行

を
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
は
高
ま
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
定
健
診
な

ど
で
「
尿
検
査
」
や
「
血
液
検
査
」

を
毎
年
受
け
て
、
腎
臓
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お元気ですか　保健師　です　 ●増える慢性腎臓病

　
　

慢
性
腎
臓
病
と
は
？

　

こ
れ
ま
で
腎
臓
の
病
気
は
、「
慢

性
糸
球
体
腎
炎
」
や
「
糖
尿
病
性

腎
症
」
な
ど
個
別
の
病
名
で
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
腎
臓
病
が
進
ん
で
、

腎
臓
の
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る

「
腎
不
全
」の
患
者
数
が
増
え
て
い

る
た
め
、
２
０
０
２
年
ご
ろ
か
ら

腎
不
全
の
予
備
群
を
含
め
た
腎
臓

の
病
気
を
「
慢
性
腎
臓
病
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
尿
検
査
な
ど
で

腎
臓
に
明
ら
か
な
障
害
が
認
め
ら

れ
る
」「
腎
臓
の
機
能
が
健
康
な
人

の　

%
未
満
に
低
下
し
て
い
る
」

60
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
方
が

３
カ
月
以
上
続
く
状
態
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
が
進
行
し
た
場
合
、

「
透
析
療
法
」が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
人
口
当
た
り
の
透
析
患
者
数

で
は
日
本
が
世
界
で
最
も
多
く
、

そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

慢
性
腎
臓
病
の　
　
　
　
　

　
　

原
因
と
主
な
疾
患

　

慢
性
腎
臓
病
は
、「
高
血
圧
」
や

「
糖
尿
病
」な
ど
の
病
気
が
原
因
と

な
り
ま
す
が
、
原
因
が
不
明
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
成
人
や
高
齢
者

に
多
い
腎
疾
患
に
は
次
の
３
つ
が

あ
り
ま
す
。

虚
糖
尿
病
性
腎
症　

糖
尿
病
に

　「初孫です」

上井　 乃碧 さん（１歳６カ月（１歳６カ月））
のあ

東町　

「ただ今、
 入浴中・・・」

久保田　 伶 さん
れい

(１歳６カ月(１歳６カ月))
桂木町
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

放
置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す

　
市
で
は
、
駅
前
及
び
駅
裏
駐
輪

場
閉
鎖
後
に
長
期
間
放
置
さ
れ
た

自
転
車
を
市
役
所
で
保
管
し
て
い

ま
す
。
広
報
な
ど
で
、
心
当
た
り

の
あ
る
方
に
引
取
り
に
つ
い
て
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
引
取
り

の
な
い
自
転
車
は
、
条
例
に
も
と

づ
い
て
次
の
と
お
り
処
分
い
た
し

ま
す
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
処
分

予
定
日
ま
で
に
引
取
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
引
取
り
の
際
は
、
身
分

を
証
明
す
る
物
と
印
鑑
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

処
分
予
定
日
　
３
月
　
日
臥
以
降

１４

処
分
台
数
　
　
　
台
５９

（
対
象
自
転
車
の
特
長
を
駅
前
駐

輪
場
及
び
市
役
所
公
示
板
に
告
示

し
て
い
ま
す
）

架
財
政
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

３
月
は
市
税
等
の
　
　
　
　

納
入
推
進
強
化
月
間
で
す

　
市
で
は
、
３
月
を
納
入
推
進
強

化
月
間
と
し
て
、
市
税
等
（
市
道

民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
）
や
、
住
宅
使

用
料
な
ど
の
未
納
者
に
対
し
、
未

納
金
の
確
保
を
図
る
強
化
月
間
と

し
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
だ
、
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
納
入
や
納
入
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
税
等

に
つ
い
て
は
、
預
金
・
給
与
・
動

産
等
の
財
産
差
押
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
急
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
中
納
入
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
休
日
・
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。（
当
日
は
納
入
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
）　
　
　
　
　
　

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設

　
市
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
公
営
住
宅
使
用
料
が
対

象
で
す
。

休
日
窓
口
　
３
月
８
日
蚊
　
　
　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

夜
間
窓
口
　

　
　
　
　
３
月
９
日
俄
～
　
日
峨

１０

　
　
午
後
５
時
　
分
～
午
後
８
時

１５

朝顔男
　　　　　　唐　十郎

下町、地下街、海の底。青

年奥山は、老人から預かっ

た朝顔の「左巻きの秘密」

に導かれ、闇から闇へと浮

遊する・・・。

架図書館　拶２２‐３００５

２日俄、９日俄、１６日俄、２０日画３月の休館日　

２３日俄、２７日画、３０日俄　　　　　　　

２階展示ホール　
　３月８日蚊まで　全日写連富良野支部写真展
　３月１１日我～１７日峨　富良野高校合同展
　３月２５日我～４月８日我　全国学生書道展
２階多目的ホール　
　３月１４日臥午前１０時３０分　おはなし会
１階エントランスホール　
　３月８日蚊まで　
　　　　市内小中学生学級新聞コンクール展示
１階おはなしコーナー　
　毎週水曜日午後3時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
中川　ひろたかランドセルがやってきた
Ｊ，Ｋ ローリング吟遊詩人ビートルの物語

●一般書（新着）
宮本　昌孝海王（上・下）
重松　清希望ケ丘の人々
奥泉　光神器（上・下）

※
公
営
住
宅
使
用
料
は
９
日
俄
、

　
日
峨
の
２
日
間
と
な
り
ま
す
。

１０架
税
務
課
（
市
税
等
）

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
２

都
市
建
築
課
（
公
営
住
宅
使
用
料
）

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

飲
酒
運
転
は
　
　
　
　
　

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

○
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す

　
飲
酒
し
て
運
転
を
す
る
と
、
気

が
大
き
く
な
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

過
ぎ
た
り
、
ま
た
注
意
力
が
低
下

す
る
た
め
信
号
や
歩
行
者
な
ど
を

見
落
と
し
や
す
く
な
り
、
事
故
の

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
い
な

い
か
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」
と

安
易
に
飲
酒
運
転
す
る
と
、
厳
罰

図書館だより図書館だより

に
処
さ
れ
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

○
飲
酒
運
転
を
容
認
、
助
長
す
る

こ
と
に
な
る
車
、
お
酒
の
提
供
、

同
乗
が
厳
罰
に
！

　
飲
酒
運
転
な
ど
に
対
す
る
罰
則

の
引
き
上
げ
と
と
も
に
酒
類
提
供

行
為
や
同
乗
行
為
の
禁
止
を
内
容

と
す
る
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
罰
則
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

○
二
日
酔
い
も
「
飲
酒
運
転
」
！

　
翌
日
、
車
を
運
転
す
る
予
定
が

あ
る
場
合
は
、「
前
夜
、
深
酒
を
し

な
い
」「
朝
起
き
て
二
日
酔
い
の
自

覚
が
あ
る
と
き
は
絶
対
に
ハ
ン
ド

ル
を
握
ら
な
い
」
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

大

丈

夫
？
　
　
　
　
　
　

振
り
込
む
前
に
再
確
認
を

○
振
り
込
む
前
に
、
落
ち
着
い
て

事
実
確
認
を

　
振
り
込
め
詐
欺
は
被
害
者
の
弱

み
や
肉
親
を
心
配
す
る
気
持
ち
に

つ
け
込
み
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
被

害
者
を
だ
ま
し
て
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
身
に
覚
え
の
な
い
郵
便
物
な
ど

が
届
い
た
ら
ま
ず
は
事
実
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
息
子
や
身
内
を
名
乗
っ
て
現
金

振
り
込
み
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
は
、

冷
静
に
な
っ
て
す
ぐ
に
振
り
込
ま
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ず
、
本
人
や
家
族
に
確
認
、
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

○
大
切
な
の
は
、
一
人
だ
け
で
判

断
し
な
い
こ
と

　
少
し
で
も
不
審
だ
と
思
っ
た
り
、

ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
場

合
な
ど
に
は
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

気
軽
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
　
も
し
、
現
金
を
振
り
込
ん
だ
後

で
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
気
づ
い

た
と
き
は
、
一
人
で
解
決
し
よ
う

と
せ
ず
に
、
速
や
か
に
警
察
署
と

振
込
先
の
金
融
機
関
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
♯
９
１
１
０

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

お

や

こ

劇

場
　
　
　
　
　

「
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
」

と
　
き
　
３
月
　
日
画

１３

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時
　
分
３０

　
　
　
　
開
演
　
午
後
７
時

と
こ
ろ
　

　
中
富
良
野
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
４
歳
以
上

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
。
入
会

金
２
０
０
円
、
月
額
会
費
１
０
０

０
円
（
４
歳
以
上
）
で
す
。

架
お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
５
８
９
４

広告①広告②

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
ゴ

ル
フ
場
格
安
プ
レ
ー
券
販
売

　
空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
で
は
、
オ
ー
プ
ン
を
前

に
格
安
（
通
常
の
２
割
引
）
の
前

売
り
プ
レ
ー
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
数
量
限
定
に
つ
き
お
早
め
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格
（
５
枚
綴
り
）

○
一
般

　
平
日
券
　
　
　
１
２
０
０
０
円

　
土
日
祝
日
券
　
１
６
０
０
０
円

○
シ
ニ
ア
（
　
歳
以
上
）

６５

　
平
日
券
　
　
　
　
８
０
０
０
円

　
土
日
祝
日
券
　
１
２
０
０
０
円

販
売
期
限
　
　
５
月
　
日
蚊
ま
で

１０

架
空
知
川
ゴ
ル
フ
公
社

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

入
学
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
歳
以
上
の
方
（
平
成
　
年
４
月

６０

２１

１
日
現
在
）
で
生
き
が
い
を
求
め

よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
り
、
通
学

が
可
能
な
方

修
業
年
数
　

　
　
　
本
科
４
年
、
大
学
院
２
年

学
習
内
容
　
教
養
、
教
科
別
学
習
、

ク
ラ
ブ
学
習
、
奉
仕
活
動
、
自
治

活
動
、
各
種
行
事
（
年
間
約
　
日
）

３０

必
要
経
費
　
共
通
教
材
費
、
ク
ラ

ブ
学
習
（
教
材
費
）、
宿
泊
研
修
、

学
生
自
治
活
動
な
ど
の
費
用

募
集
人
員
／
申
込
先

富
良
野
校
（
文
化
会
館
）　
　
　
名
３０

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

山
部
校
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）　

　
名
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

２０東
山
校
（
東
山
公
民
館
）　
　
　
名
２０

　
　
　
　
　
拶
２
７
‐
２
１
２
１

架
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

応
募
資
格
　
満
　
歳
以
上
の
健
康

２０

な
方
で
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
か
ら
お

お
む
ね
５
㎞
以
内
に
居
住
し
、
当

該
河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河

川
愛
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方

開放型病床をご存知ですか！！
～地域センター病院(富良野協会病院)
　　　　　　　　　　　からのお知らせ～
　地域センター病院(富良野協会病院)は、各医療機
関との間で機能の分担と連携を図りながら、地域の
みなさんの症状に応じた一貫性や継続性のある適
切な医療を提供するため、紹介診療・医療機器の共
同利用及び開放型病床の運営を行っています。

開放型病床とは？
　当院以外の医療機関(かかりつけ
医)において、入院治療が必要と認め
られた場合、患者様の同意の上で当
院に入院し、かかりつけ医が当院に
出向いて当院担当医と入院診療を
共同で行うことをいいます。
　その際、当院担当医が主治医となり、かかりつけ
医が副主治医となります。
　患者様は、入院中も普段から診療していただいて
いるかかりつけ医の顔をみることができるので安
心です。また、かかりつけ医と当院の担当医とが情
報交換し、共同で診療を行うのでよりよい医療を受
けられます。　
　開放型病床利用の際は、かかりつけ医として当院
へ登録と申し込みが必要となります。現在、富良野
圏域には１６カ所の医療機関でかかりつけ医の登録
がありますので、利用を希望する時にはかかりつけ
医にご相談ください。

架富良野協会病院地域医療連携室
　拶２３‐２１８１
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ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
会
員
募
集

応
募
資
格
　
富
良
野
圏
域
に
在
住

の
　
歳
以
上
の
方
で
、
自
然
や
環

１８
境
問
題
に
興
味
や
意
欲
の
あ
る
方
。

応
募
方
法
　
市
民
環
境
課
、
山
部
・

東
山
支
所
に
あ
る
会
員
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
応
募
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
先
／
問
合
せ

ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務
局

（
市
民
環
境
課
内
）

　
　
　
　
　
志
３
９
‐
２
３
０
８

　
　
　
　
　
思
２
３
‐
１
３
１
３

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

電
子
メ
ー
ル

s
im
in
-k
@
c
ity
.fu
ra
n
o
.h
o
k
k
a
id

o
.jp･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

早
春
の
森
を
歩
こ
う
　
　

i
n
東
大
演
習
林
神
社
山

　
昨
秋
で
き
た
ば
か
り
の
新
コ
ー

ス
を
歩
き
な
が
ら
、
樹
木
の
冬
芽

や
動
物
た
ち
の
足
跡
、
野
鳥
な
ど

を
観
察
し
、
東
大
演
習
林
の
森
づ

く
り
を
学
び
ま
す
。

と
　
き
　
３
月
８
日
蚊

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

（
午
前
８
時
　
分
文
化
会
館
集
合
）

５０

と
こ
ろ
　

東
大
演
習
林
神
社
山
自
然
観
察
路

講
　
師
　

　
東
大
演
習
林
　
宮
本
義
憲
先
生

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
長
靴
な
ど
雪
の
中
を
歩

け
る
靴
、
防
寒
で
き
る
服
装
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
（
貸
出
も
あ
り
ま
す
）

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
　
名
に
な
り
次
第
締

２５

め
切
り
ま
す
。

架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

旭
川
地
区
家
庭
生
活
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
３
級
研
修
講
座

と
　
き
　
５
月
　
日
峨
～
　
月
　

１２

１０

２７

日
峨
（
毎
週
火
、
木
曜
日
）
午
後

６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
と
き
わ
市
民
ホ
ー
ル
　

　
　
　
　
（
旭
川
市
５
条
４
丁
目
）

研
修
内
容
　
心
理
学
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
原
理
、
臨
床
心
理
学
、

社
会
心
理
学
、
教
育
心
理
学
、
家

庭
法
、
性
教
育
、
教
育
原
理
、
社

会
福
祉
総
論
な
ど

受
講
料
　
４
５
０
０
０
円

定
　
員
　
　
名
４０

架
旭
川
地
区
家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
養
成
講
座
運
営
委
員
会

拶
０
１
６
６
‐
５
２
‐
３
５
５
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　

年
度
　
労
働
基
準

２１

監
督
官
採
用
試
験

受
験
資
格

虚
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
昭
和
　

５５

６３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

許
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６３

れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

広告③広告④

年
会
費
　
１
２
０
０
０
円
及
び
遠

征
バ
ス
代
６
０
０
０
円

そ
の
他
費
用
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ

ー
ズ
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
な
ど

練
習
日
　

　
現
在
は
水
・
金
曜
日
の
週
２
回

（
夏：

月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
回
）

　
練
習
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

練
習
場
所
　

　
水
曜
日
　

　
　
　
富
良
野
東
中
学
校
体
育
館

　
金
曜
日

　
　
　
富
良
野
西
中
学
校
体
育
館

説
明
会
　
３
月
　
日
我
午
後
７
時

２５

富
良
野
東
中
学
校
体
育
館
（
予
定
）

体
育
館
使
用
都
合
で
変
更
な
ど
あ

り
ま
す
の
で
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
連
絡
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
　
見
学
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
が
、
中
学
校
の
都
合
に
よ
り

体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
連
絡
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。　

架
事
務
局
（
品
田
さ
ん
）

　
　
　
　
志
思
２
３
‐
６
１
７
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
「
ふ
ら
の
市
民

２１

環
境
会
議
」
定
期
総
会
開
催

と
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

定
期
総
会

と
　
き
　
３
月
　
日
画
午
前
　
時

２０

１０

と
こ
ろ
　
富
良
野
緑
峰
高
校

講
習
会
　
定
期
総
会
後
に
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
区
間
　

虚
空
知
川
第
四
鉄
道
橋
か
ら
布
部

大
橋
ま
で
の
右
岸

許
空
知
川
山
部
橋
か
ら
南
富
良
野

町
下
金
山
水
道
橋
ま
で
の
両
岸

業
務
内
容
　
河
川
の
利
用
、
環
境

及
び
河
川
の
愛
護
活
動
な
ど
の
情

報
を
、
月
１
回
程
度
河
川
管
理
者

に
報
告
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
１
名

任
　
期
　
５
月
１
日
～
　
月
　
日

１０

３１

報
　
酬
　
月
額
２
３
２
０
円

応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
及
び
電
話
番
号
、
そ

の
他
地
域
に
お
け
る
活
動
な
ど
を

記
入
し
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
と
明
記
の
う
え
３
月
　
日
俄

２３

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
応
募
先

〒
０
７
８
‐
８
５
１
３

旭
川
市
宮
町
通
東
４
１
５
５
番
　３１

旭
川
開
発
建
設
部
管
理
課

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
１
１
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ジ
ュ
ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
会
員

　
本
年
度
も
新
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
競
技
選
手
育
成
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま

で
の
　
名
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

２３

対
　
象
　
富
良
野
市
内
の
小
学
生

　
　
　
　
（
１
～
３
年
生
程
度
）

募
集
人
員
　
　
名
程
度

１０
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す
る
方

契
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

２２る
見
込
み
の
方

形
人
事
院
が
契
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
方

受
付
期
間

　
　
　
　
４
月
１
日
我
～
　
日
峨

１４

試
験
の
区
分
・
採
用
予
定
者
数

　
労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
　
名
９０

　
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
　
名
２０

試
験
日
・
試
験
場
所
・
試
験
種
目

　
６
月
　
日
蚊
　
札
幌
市

１４

　
１
次
試
験
　
教
養
試
験
、
専
門

試
験
（
多
岐
選
択
式
・
記
述
式
）

申
込
用
紙
提
出
先

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人

事
第
１
係

〒
０
６
０
‐
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１

‐
１
　
札
幌
第
１
合
同
庁
舎

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

問
合
せ
／
申
込
用
紙
請
求
先

旭
川
労
働
基
準
監
督
署
業
務
課

〒
０
７
８
‐
８
５
０
５

旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５
番
　３１

旭
川
合
同
庁
舎
　
西
館
６
階

拶
０
１
６
６
‐
３
５
‐
５
９
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　

年
度
　
　
　
　
　

２１

国
家
公
務
員
採
用
試
験

《
大
学
卒
業
等
程
度
》

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

受
験
資
格

虚
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
昭
和
　

５１

６３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

許
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６３

れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

契
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

２２る
見
込
み
の
方

形
人
事
院
が
契
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
方

受
付
期
間
　

　
　
　
　
４
月
１
日
我
～
８
日
我

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
３
日
蚊

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

受
験
資
格

虚
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
昭
和
　

５５

６３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

許
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６３

れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

・
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

２２る
見
込
み
の
方
並
び
に
人
事
院
が

こ
れ
ら
の
方
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
た
方

・
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
方
及
び

平
成
　
年
３
月
ま
で
に
短
大
ま
た

２２

は
高
専
卒
業
の
見
込
み
の
方
並
び

に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
方

受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
４
月
　
日
臥
～
　
日
我

１１

１５

　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
４
月
　
日
俄
～
　
日
我

１３

２２

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
　
日
蚊

２１

年年金金だだよよりり
平成２１年度の国民年金保険料が決まりました

国民年金保険料

月　額　　　　    　14,660円（年額１７５,９２０円）

現金前納(１年)　　172,800円（３,１２０円の割引）

現金前納(６カ月)　　８７,２５０円（７１０円の割引）

口座振替(１年) 　    １７２,２３０円（３,６９０円の割引）

口座振替(６カ月)　　８６,９６０円（１,０００円の割引）

口座振替(早割)　月額１４,６１０円（５０円の割引）

　金額の改正に伴い、４分の３・半額・４分の１の

免除を受けている方の保険料(４月～６月)も変更に

なります。

　ちなみに、給付水準については平成２０年度と同様

(据え置き)です。

安心・便利・確実な口座振替

　国民年金の保険料は、金融機関や社会保険事務所、

コンビニなどで納めることができます。しかし、「忙

しくて納めに行く暇がない…」という方には、口座

振替をお勧めします。

　口座振替を利用すると、金融機関の口座から自動

的に国民年金保険料が引き落とされるので、毎月金

融機関に行く手間と時間が省け、納め忘れの防止に

もなり安心です。申し込みは、納付書・通帳・印鑑

を持参の上、ご利用の金融機関・社会保険事務所で

手続きしてください。

　申し込みや引き落としに手数料は一切かかりま

せん。口座振替開始は、申し込みの１～２ヶ月後と

なります。開始月は後日送付される「国民年金保険

料口座振替」で確認してください。

保険料の支払いはお忘れなく

広告⑤

 国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き
　昭和１９年３月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日から手続きができます。厚生年金を受給して
いる方は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになりますので、改めて手続きする
必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。

鰹問 市民環境課　拶３９‐２３０１
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受
付
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峨

２３
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試
験
日
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次
試
験
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問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

架
人
事
院
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道
事
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第
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試
験
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拶
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■今まで長靴スキーだった子どもが遂にスキーデ
ビューしました。今回取材させてもらった木村公宣
さんのスキースクールに参加し、子どもたちみんな
が２時間のスクールで止まれるようになり、曲がれ
るようになりました。子どもの吸収力にはとても驚
かされました。私にもその吸収力があれば・・。（み）

編集
後記

老
い
て
な
ほ
消
え
ぬ
追
憶
雛
飾
る

菅
原
百
合
子

親
子
し
て
雛
に
問
ひ
か
け
飾
り
け
り

武
内　

昭
子

雛
人
形
朝
日
に
影
を
つ
く
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
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栄
子

投
函
の
ポ
ス
ト
は
冬
の
雨
し
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

美
雪

如
月
や
た
っ
ぷ
り
浸
か
る
く
す
り
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　
　

宏

背
な
の
子
の
頬
に
一
ひ
ら
雪
の
消
ゆ

相
良　

紀
子

白
樺
の
枝
に
雪
の
せ
は
な
や
げ
ど

峽
の
白
さ
に
淋
し
さ
き
わ
む　
　
　
　
　

町
屋　

和
子

窓
に
付
く
水
滴
キ
ラ
キ
ラ
五
色
に
て

流
れ
落
ち
い
る
朝
の
パ
ノ
ラ
マ　
　
　
　

岡
野　

愛
子

合
格
と
就
職
決
ま
る
と
友
の
声

桜
さ
い
た
ね
我
が
声
は
ず
む　
　
　
　
　

山
内　

千
代

病
む
人
の
な
や
み
は
深
か
し
さ
り
な
が
ら

介
護
す
る
人
の
苦
労
を
思
ひ
ぬ　
　
　
　

赤
沼　

ひ
さ

生
誕
百
年
父
の
命
日
二
月
二
十
日

今
年
も
春
の
嵐
と
な
る
や
も　
　
　
　
　

中
島　

芙
蓉

泳

　
「
１
・　

は
忘
れ
な
い
」　

１７

　

地
域
防
災
訓
練

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
継
承
し
、
災
害

へ
備
え
よ
う
と
、
西
脇
市
内

の
各
小
中
学
校
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

西
脇
東
中
学
校
で
は
、
地

域
住
民
も
参
加
し
、
車
い
す

を
使
っ
た
要
援
護
者
避
難
や

追
悼
集
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
広
報
に
し
わ
き
２
月

号
よ
り
）

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　３月２８日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■２月は各地で冬のイベントが開催されていて、何
件か取材にお邪魔しました。冬の厳しい雪と風が舞
うなか、どの会場でも子どもたちだけは元気いっぱ
い走り回っていて、あらためて北海道の冬の良さを
感じました。ただ、大雪だけは勘弁してほしいと毎
年願っています。（と）

　

播
州
織
の
エ
プ
ロ
ン
で　

　

お
出
迎
え

　
「
播
州
織
素
材
」を
通
し
て

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
な

ど
に
取
り
組
む
「
西
脇
ア
イ

シ
テ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
７

名
）
が
エ
プ
ロ
ン　

着
を
図

１０

書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
職

員
か
ら
は
「
色
使
い
も
よ
く
、

動
き
や
す
い
」
と
大
好
評
で

す
。（
広
報
に
し
わ
き
２
月
号

よ
り
）


